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一

　

本
稿
で
は
、
曲
亭
馬
琴
の
著
作
の
中
で
も
、
最
も
有
名
な
読
本
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
仮
名
を
取
り
上
げ
、
本
行
と
振
り
仮
名
の
仮
名
字
体（

１
）を

比
較
し

な
が
ら
、
そ
の
字
体
の
種
類
や
用
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

近
世
戯
作
の
文
章
は
、
当
然
な
が
ら
、
変
体
仮
名（

２
）で

書
か
れ
て
い
る
。
五
十
音
よ
り
も
多
い
さ
ま
ざ
ま
な
字
体
を
有
す
る
仮
名
の
文
字
体
系
で
文
章
が
表

記
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
二
つ
の
あ
り
よ
う
が
推
測
さ
れ
る
。
一
つ
に
は
、
規
則
的
な
使
用
で
あ
る
。
無
秩
序
に
さ
ま
ざ
ま
な
字
体
を
使
用
し
て
い
る
の
で
は
、

読
み
手
に
と
っ
て
の
負
担
と
な
る
。
何
ら
か
の
使
用
の
規
則
性
が
変
体
仮
名
ご
と
に
み
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
変
体
仮
名
に
よ
る
表
現
技

法
で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
、
日
本
人
は
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
・
ロ
ー
マ
字
と
主
に
四
種
類
の
文
字
体
系
を
同
じ
文
章
内
で
併
用
で
き
、
例
え
ば
、「
桜
」

「
さ
く
ら
」「
サ
ク
ラ
」「sakura

」
と
、
同
じ
こ
と
ば
を
異
な
る
文
字
体
系
で
書
き
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
と
ば
の
印
象
を
変
え
た
り
、
あ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
付
与
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
は
で
き
な
い
表
現
を
古
人
は
変
体
仮
名
に
よ
っ
て
可
能
と
し
、
ま
た
、
受
容
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
変
体
仮
名

で
書
く
こ
と
の
、
こ
と
ば
、
文
章
に
及
ぼ
す
影
響
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
当
時
の
目
線
に
立
と
う
と
す
る
努
力
は
必
要
と
い
え
よ
う
。

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
仮
名
字
体

　
　
　
　
　
　
　
　
―
本
行
の
仮
名
字
体
と
振
り
仮
名
を
比
較
し
て
―

市い
ち　

　

地じ　
　
　
　
　

英え
い



一
三
四

　

近
世
戯
作
を
調
査
資
料
と
す
る
仮
名
字
体
の
研
究
で
は
、
そ
う
し
た
変
体
仮
名
の
あ
り
よ
う
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
浜
田
啓
介
（
一
九
七
九
）
で
、

文
芸
作
品
を
資
料
と
し
て
近
世
初
期
か
ら
後
期
に
至
る
変
体
仮
名
の
種
類
数
が
調
査
さ
れ
、
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
そ
の
種
類
数
が
減
少
し
て
い
き
、

出
版
の
広
が
り
に
伴
い
変
体
仮
名
が
整
理
さ
れ
収
斂
し
て
い
く
傾
向
が
指
摘
さ
れ
た（

３
）。

こ
れ
が
一
つ
の
指
標
と
な
り
、
そ
の
後
、
個
別
の
ジ
ャ
ン
ル
・
作
品

に
お
け
る
仮
名
字
体
の
調
査
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
矢
野
準
（
一
九
九
〇
）
で
は
黄
表
紙
の
平
易
な
平
仮
名
文
が
分
析
さ
れ
、
読
み
易
さ
へ
の
配
慮
の
た
め
、

ひ
と
つ
の
仮
名
に
二
種
類
以
上
の
字
体
が
あ
て
ら
れ
る
用
法
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
久
保
田
篤
（
一
九
九
六
）
で
は
漢
文
調
の
序
文
と
本
文
・
詞
書
の
字
体
を

比
較
し
、
文
体
の
違
い
が
字
体
の
種
類
に
影
響
す
る
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
内
田
宗
一
（
一
九
九
八
）
で
は
恋
川
春
町
の
黄
表
紙
と
洒
落
本
の
仮
名
字
体
を
比

較
し
、
字
体
の
種
類
の
差
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
赤
本
、
洒
落
本
、
滑
稽
本
、
人
情
本
な
ど
に
調
査
が
及
ん
で
お
り
、
矢
野
（
一
九
九
〇
）
で
指

摘
さ
れ
た
字
体
の
用
法
は
、
ほ
と
ん
ど
共
通
し
て
い
る
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。
ま
た
、
久
保
田
（
一
九
九
六
）、
内
田
（
一
九
九
八
）
に
よ
り
、
文
体
や
ジ
ャ

ン
ル
が
異
な
る
と
字
体
の
種
類
、
種
類
数
に
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
当
時
の
人
々
が
変
体
仮
名
で
書
き
、
読
む
こ
と
に
関
し
て
、
現
代
に
は
な
い
意
識
が

働
い
て
い
る
と
窺
わ
れ
る
一
面
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
研
究
を
踏
ま
え
、
稿
者
は
こ
れ
ま
で
、
馬
琴
の
読
本
『
月
氷
竒
縁
』『
椿
説
弓
張
月
』『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
仮
名
字
体
の
調
査
を
行
っ
て
き

た（
４
）。

そ
の
結
果
、
読
本
三
本
の
本
文
で
は
、
草
双
紙
な
ど
庶
民
的
な
戯
作
に
比
べ
字
体
の
種
類
を
多
め
に
使
用
し
、
基
本
的
な
用
法
は
草
双
紙
な
ど
と
共
通

す
る
も
の
の
、
変
化
に
富
ん
だ
表
記
を
行
う
、
装
飾
的
な
字
体
使
用
の
傾
向
が
強
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
近
接
す
る
位
置
の
仮
名
の
字
体
を
変
え
る
、

同
語
に
同
字
体
の
使
用
を
避
け
る
な
ど
の
装
飾
的
用
法
と
考
え
ら
れ
る
字
体
使
用
は
、
読
本
三
本
の
本
行
に
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
か
た
ち
で
み
ら
れ
、
各
本
の
本

行
の
表
記
に
お
け
る
個
別
性
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
読
本
の
振
り
仮
名
に
つ
い
て
は
、
市
地
（
二
〇
一
三
）
に
て
馬
琴
の
読
本
『
椿
説

弓
張
月
』
本
行
と
振
り
仮
名
の
字
母
の
種
類
と
使
用
数
を
調
査
し
、
読
本
振
り
仮
名
は
本
行
よ
り
字
母
の
種
類
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
は
確
認
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
市
地
（
二
〇
一
六
ｂ
）
に
お
い
て
、
右
に
同
じ
読
本
三
本
の
振
り
仮
名
は
共
通
し
た
字
母
の
異
な
る
字
体
の
用
法
に
お
い
て
、
本
行
ほ
ど
個
別
性

は
な
く
、
ほ
ぼ
一
定
し
た
役
割
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
基
本
的
に
は
本
行
と
馴
染
む
字
体
使
用
で
あ
る
と
述
べ
た
。
読
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
、

な
い
し
は
和
漢
混
淆
文
と
い
う
文
体
に
お
い
て
、
本
行
で
の
仮
名
字
体
の
使
用
は
個
別
性
が
窺
え
る
一
方
で
、
振
り
仮
名
は
字
体
の
種
類
・
用
法
と
も
に
整
理

さ
れ
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。

　

右
の
研
究
で
は
、『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
も
調
査
対
象
と
し
て
お
り
、
仮
名
字
体
の
種
類
、
用
法
は
、
本
行
と
振
り
仮
名
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
既
に
基



『
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一
三
五

本
的
な
検
討
が
済
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
振
り
仮
名
に
つ
い
て
は
、
作
品
ご
と
個
別
に
み
ら
れ
た
字
体
に
つ
い
て
の
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
は
、
馬
琴
読
本
三
本
に
お
け
る
共
通
性
と
個
別
性
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
読
本
の
文
章
に
お
い
て
本
行
と
振
り
仮
名
の
両
方
が
相
合
わ
さ
っ
て
い
る
状

態
が
自
然
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
各
作
品
に
お
い
て
本
行
と
振
り
仮
名
の
字
体
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
み
ら
れ
る
の
か
に
関
す
る
考
察
は
、
欠
か
せ
な
い

も
の
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
馬
琴
の
読
本
の
中
で
も
、
突
出
し
て
著
名
な
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
を
資
料
と
し
、
本
行
の
仮
名
字
体
と
振
り
仮
名
の
字
体
を
比

較
し
て
み
た
い
。

　

調
査
資
料
と
調
査
範
囲
は
、『
南
総
里
見
八
犬
伝（

５
）肇

輯
』（
文
化
十
一
年
、
山
崎
平
八
板（

６
））

巻
之
一
（
三
十
丁
）
本
文
の
本
行
・
振
り
仮
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、

題
目
、
割
書
き
の
仮
名
、
左
振
り
仮
名
（
カ
タ
カ
ナ
）
は
調
査
範
囲
か
ら
外
し
た
。

　

本
稿
で
資
料
と
す
る
の
は
、
文
化
十
一
年
の
山
﨑
平
八
板
と
考
え
ら
れ
る
板
本
で
あ
る
。
肇
輯
に
は
、
こ
の
限
り
と
は
い
え
な
い
が
、
文
化
十
一
年
（
一
八

〇
四
）
に
刷
ら
れ
た
も
の
と
、
丁
子
屋
が
板
本
を
購
入
し
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
に
刷
り
増
し
し
た
も
の
が
確
認
で
き
る
。
天
保
元
年
に
刷
り
増
し
さ
れ

た
八
犬
伝
の
板
本
は
、
表
紙
の
装
い
が
改
め
ら
れ
、
巻
之
五
に
奥
付
・
広
告
が
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
文
は
板
を
同
じ
く
す
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
八
犬

伝
が
長
く
享
受
さ
れ
、
そ
の
板
木
が
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
、
そ
の
板
面
が
生
命
を
長
く
保
ち
続
け
た
こ
と
を
、
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　

こ
こ
で
、
八
犬
伝
の
出
版
事
情
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
最
初
に
八
犬
伝
を
出
版
し
た
山
﨑
平
八
は
第
五
輯
ま
で
を
刊
行
し
、
文
政
九
年
（
一
八
二

七
）
ご
ろ
、
美
濃
屋
甚
三
郎
に
板
木
が
移
っ
た
。
美
濃
屋
は
第
六
輯
以
降
の
出
版
に
携
わ
っ
た
が
、
借
金
の
た
め
八
犬
伝
の
板
木
を
質
入
れ
し
た
。
そ
れ
を
丁

子
屋
平
兵
衛
が
購
入
し
、
第
八
輯
以
後
の
刊
行
は
丁
子
屋
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
三
）、
二
十
八
年
を
か
け
て
九
輯
巻
之
五
十

三
ま
で
刊
行
さ
れ
、
完
結
に
至
っ
た
。
八
犬
伝
は
大
い
に
流
行
し
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
に
板
元
を
二
転
三
転
し（

７
）、

更
に
は
、
馬
琴
が
天
保
四
年
（
一
八
三
四
）

ご
ろ
に
視
力
が
衰
え
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
一
）
ご
ろ
、
つ
い
に
失
明
し
て
息
子
宗
伯
の
嫁
で
あ
る
路
女
の
口
述
筆
記
に
て
著
述
活
動
を
続
け
た
い
き
さ
つ

は
、
有
名
で
あ
る（

８
）。

今
回
取
り
上
げ
る
肇
輯
巻
之
一
は
、
こ
う
し
た
出
版
上
・
著
述
上
の
変
遷（

９
）を

抱
え
る
八
犬
伝
に
お
い
て
、
読
者
が
第
一
に
手
に
取
り
、

読
む
で
あ
ろ
う
巻
で
あ
る
。
板
木
が
繰
り
返
し
刷
ら
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
た
八
犬
伝
板
本
の
仮
名
字
体
の
研
究
を
行
う
に
は
、
調
査

資
料
と
し
て
ま
ず
適
し
て
い
る
と
考
え
た
。

　

こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
八
犬
伝
本
文
の
本
行
と
振
り
仮
名
の
仮
名
字
体
は
、
本
行
に
は
字
体
の
種
類
が
多
く
、
振
り
仮
名
は
そ

れ
よ
り
も
少
な
め
で
あ
る
。
本
行
と
振
り
仮
名
で
は
使
用
語
彙
が
異
な
り
、
本
行
は
自
立
語
の
ほ
か
、
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
送
り
仮
名
、
助
詞
、
助



一
三
六

動
詞
な
ど
が
書
か
れ
、
振
り
仮
名
は
漢
語
・
漢
字
に
付
さ
れ
る
た
め
、
自
立
語
に
集
中
す
る
。
字
体
の
用
法
に
は
、
語
の
切
れ
目
を
分
か
り
や
す
く
す
る
用
法

と
し
て
自
立
語
の
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
字
体
・
語
中
末
、
あ
る
い
は
、
ど
の
位
置
で
も
使
用
さ
れ
る
字
体（

（1
（

、
音
韻
に
よ
っ
て
使
用
が
分
か
れ
る
字
体（

（1
（

等
が
あ
る
。

振
り
仮
名
で
は
、
漢
字
・
漢
語
が
文
章
中
に
お
い
て
語
の
切
れ
目
を
明
示
す
る
働
き
を
す
る
た
め
、
語
の
位
置
・
切
れ
目
を
分
か
り
や
す
く
す
る
用
法
は
必
要

な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
本
行
と
振
り
仮
名
の
使
用
差
を
、
仮
名
字
体
の
使
用
数
か
ら
具
体
化
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
だ
調
査
の

及
ん
で
い
な
か
っ
た
振
り
仮
名
の
仮
名
字
体
の
特
色
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
き
た
い
。

二

　

ま
ず
、
肇
輯
巻
之
一
全
体
を
通
し
て
、
本
行
・
振
り
仮
名
に
お
け
る
仮
名
文
字
の
延
べ
字
数
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
　

全
体　
　
　
　

一
七
五
〇
八
字

　
　

本
行
の
仮
名　
　

六
四
二
二
字
（
36
・
68
％
）

　
　

振
り
仮
名　
　

一
一
〇
八
六
字
（
63
・
32
％
）

　

巻
之
一
の
文
章
の
仮
名
の
部
分
全
体
に
お
い
て
、
半
数
以
上
を
振
り
仮
名
が
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
本
行
で
は
漢
字
・
漢
語
が
そ
れ
だ
け
の

分
量
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

表
1
に
仮
名
ご
と
の
使
用
数
を
、
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
分
け
て
示
し
た
。
こ
の
表
を
見
て
も
、
振
り
仮
名
に
使
用
数
が
多
い
仮
名
が
圧
倒
数
で
あ
る
。
し

か
し
、
振
り
仮
名
に
比
し
て
本
行
に
使
用
数
の
多
い
仮
名
が
一
部
み
ら
れ
た
。
表
1
の
☆
を
つ
け
た
十
一
の
仮
名
〈
ス
〉〈
テ
〉〈
ニ
〉〈
ヌ
〉〈
ノ
〉〈
ハ
〉〈
モ
〉

〈
リ
〉〈
ル
〉〈
レ
〉〈
ヲ
〉
が
該
当
す
る
。〈
ス
〉
の
よ
う
に
37
字
し
か
振
り
仮
名
の
数
量
を
上
回
ら
な
い
仮
名
も
あ
る
が
、〈
ニ
〉
の
よ
う
に
、
振
り
仮
名
を
425

字
も
上
回
る
数
量
の
開
き
が
大
き
い
仮
名
も
あ
る
。
こ
れ
ら
十
一
の
仮
名
は
、〈
ス
〉
は
動
詞
・
補
助
動
詞
「
す
」
や
助
動
詞
「
ず
」、〈
テ
〉
は
接
続
助
詞
、〈
ニ
〉

は
格
助
詞
、〈
ヌ
〉
は
助
動
詞
「
ぬ
」、〈
ノ
〉
は
格
助
詞
、〈
ハ
〉〈
モ
〉
は
係
助
詞
、〈
リ
〉〈
ル
〉〈
レ
〉
は
動
詞
の
送
り
仮
名
・
助
動
詞
の
連
体
形
と
終
止
形
、
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〈
ヲ
〉
は
格
助
詞
と
、
文
章
構

成
上
、
本
行
に
多
く
な
る
仮
名

と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
仮
名

の
、〈
ニ
〉〈
ヌ
〉〈
リ
〉
以
外

に
は
、
本
行
に
の
み
使
用
さ
れ

る
字
体
が
あ
る
。

　

次
に
、
仮
名
字
体
の
種
類
を

み
て
い
き
た
い
。
具
体
的
な
仮

名
字
体
の
種
類
を
、
表
2
に
ま

と
め
た
。
字
体
の
総
種
類
数
は
、

本
行
は
92
、
振
り
仮
名
は
70
で

あ
る
。
表
2
を
一
見
し
て
、
振

り
仮
名
は
本
行
に
比
し
て
網
掛
け
の
部
分
が
多
く
、
一
字
体
の
み
に
絞
っ
て
い
る
仮
名
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
、
二
十
八
の
仮
名
が
該
当
す
る
。
本
行
で
一
字
体

の
み
を
あ
て
て
い
る
の
は
十
七
の
仮
名
で
あ
る
。
イ
ロ
ハ
四
十
七
に
ン
を
足
し
た
四
十
八
の
仮
名
に
対
し
、
割
合
で
い
う
と
、
振
り
仮
名
は
58
・
33
％
が
一
字
体

の
仮
名
で
あ
り
、
本
行
は
一
字
体
の
み
の
仮
名
が
37
・
5
％
で
あ
る
。〈
イ
〉〈
コ
〉〈
テ
〉〈
ナ
〉〈
ノ
〉〈
ヒ
〉〈
フ
〉〈
ホ
〉〈
メ
〉〈
レ
〉〈
ヲ
〉
の
仮
名
を
み
る
と
、

こ
れ
ら
十
一
の
仮
名
に
は
、
本
行
に
二
字
体
か
三
字
体
が
あ
て
ら
れ
る
の
に
対
し
、
振
り
仮
名
は
一
字
体
の
み
で
あ
る
。
振
り
仮
名
に
お
け
る
字
体
の
少
な
さ
は

歴
然
と
し
て
い
る
。
振
り
仮
名
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
字
体
は
【
す
】
以
外
に
は
な
く
、
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
、
本
行
に
使
用
さ
れ
る
字
体
と
種
類
が
重
な
る
。

　

本
行
の
み
に
使
用
さ
れ
て
い
た
仮
名
字
体
は
、
二
十
三
字
体
あ
り
、
十
七
の
仮
名
に
あ
て
ら
れ
る
。
具
体
的
な
種
類
を
、
次
に
示
す
。

　
　
〈
イ
〉【

】　
〈
コ
〉【

】　
〈
ス
〉【

】　
〈
テ
〉【

】　
〈
ナ
〉【
な
】　
〈
ネ
〉【

】　
〈
ノ
〉【

】【

】

　
　
〈
ハ
〉【

】【
は
】　
〈
ヒ
〉【

】　
〈
フ
〉【

】　
〈
ホ
〉【

】【
ほ
】　
〈
マ
〉【

】　
〈
メ
〉【

】　
〈
モ
〉【

】

　
　
〈
ル
〉【

】【

】【

】　
〈
レ
〉【

】　
〈
ヲ
〉【

】

表１　『八犬伝』仮名使用数一覧
・本行の方が使用数の多い仮名は☆をつけた

本　行 振り仮名 本　行 振り仮名

ア 90 201 ノ☆ 377 254

イ 99 376 ハ☆ 394 314

ウ 27 608 ヒ 81 401

エ 6 60 フ 78 221

オ 32 150 ヘ 69 107

カ 283 595 ホ 24 141

キ 126 403 マ 67 330

ク 91 431 ミ 44 229

ケ 91 156 ム 21 77

コ 95 340 メ 31 101

サ 104 364 モ☆ 226 175

シ 383 580 ヤ 58 230

ス☆ 172 135 ユ 11 141

セ 92 146 ヨ 81 148

ソ 64 107 ラ 160 248

タ 123 375 リ☆ 307 256

チ 24 316 ル☆ 236 56

ツ 64 397 レ☆ 224 106

テ☆ 376 154 ロ 19 155

ト 341 371 ワ 36 92

ナ 216 239 ヰ 3 24

ニ☆ 527 92 ヱ 3 47

ヌ☆ 25 17 ヲ☆ 345 38

ネ 13 119 ン 63 390



一
三
八

　

波
線
を
引
い
た
八
つ
の

仮
名
〈
ス
〉〈
テ
〉〈
ノ
〉

〈
ハ
〉〈
モ
〉〈
ル
〉〈
レ
〉〈
ヲ
〉

は
、
表
1
で
指
摘
し
た
、

振
り
仮
名
に
比
し
て
本
行

に
仮
名
の
使
用
総
数
が
多

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
行
に
仮
名
の
使
用
総

数
が
多
か
っ
た
仮
名
は
、

本
行
の
文
章
構
成
上
、
必

然
的
に
分
量
が
多
く
な
る

と
い
え
た
。
本
行
に
の
み

使
用
さ
れ
る
字
体
は
、
全

体
に
渡
っ
て
、
振
り
仮
名

の
字
体
よ
り
も
、
漢
字
に

近
い
く
ず
し
方
だ
っ
た

り
、
画
数
が
多
く
、
筆
致
が
複
雑
で
あ
る
字
体
と
い
え
よ
う
。
特
に
目
立
つ
の
は
、〈
ル
〉
の
字
体
で
あ
る
。【

】【
る
】
の
ほ
か
に
、【

】【

】【

】

と
三
字
体
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
に
近
い
く
ず
し
の
字
体
や
画
数
が
多
く
、
複
雑
な
筆
致
の
字
体
が
本
行
で
使
用
さ
れ
る
の
は
、
技
巧
的
な
表
記
が
見
合

う
文
章
・
文
学
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
た
め
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
、
文
字
を
書
き
入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
充
分
と
ら
れ
て
お
り
、
複
雑
な
字
体
の
書
記
が
可
能
で
あ
っ

た
ゆ
え
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

こ
こ
で
参
考
の
た
め
、『
椿
説
弓
張
月
』
に
お
い
て
、
振
り
仮
名
に
は
な
く
本
行
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
字
母
を
左
に
挙
げ
る
。

表 2　八犬伝の本行と振り仮名における字体の種類
・�字体は、本行・振り仮名ともに、左から使用数の多かった順番に並べた。
・�イロハ四十七にンを足した四十八の仮名に対応する字体が一字体のみ

だったものに網掛けをした。

本行 振り仮名 本行 振り仮名

あ ア あ      は ハ  

い  イ い ひ  ヒ ひ

う ウ う ふ  フ ふ

え エ え へ ヘ へ

お オ お    ほ ホ

 か カ  か  ま    マ  ま 

 き キ  き  み ミ  み

く  ク く  む ム む

け  ケ け  め  メ め

こ  コ こ     モ  

さ サ さ や  ヤ や 

 し  シ    し ゆ  ユ  ゆ

  ス  す よ ヨ よ

せ セ せ  ら ラ  ら

そ ソ そ り  リ り 

 た タ  た  る      ル  る

ち チ ち れ  レ れ

つ  ツ つ  ろ ロ ろ

て  テ て ワ

と  ト と  ゐ ヰ ゐ

 な ナ ゑ ヱ ゑ

  ニ   を  ヲ を

ぬ ヌ ぬ ん ン ん

 ね  ネ  ね

の    ノ の



『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
仮
名
字
体

一
三
九

　
　
〈
ア
〉
阿　
〈
カ
〉
加　
〈
キ
〉
起　
〈
ケ
〉
希　
〈
コ
〉
古　
〈
ス
〉
須　
〈
ツ
〉
津
徒　
〈
ト
〉
登　
〈
ニ
〉
仁
丹
耳　
〈
ノ
〉
能　
〈
ハ
〉
盤

　
　
〈
ヒ
〉
飛　
〈
フ
〉
婦　
〈
ヘ
〉
遍　
〈
マ
〉
満　
〈
メ
〉
免　
〈
ル
〉
類
流
累　
〈
レ
〉
連　
〈
ロ
〉
路　
〈
ヲ
〉
越

　

先
に
挙
げ
た
、
八
犬
伝
の
本
行
の
み
の
字
体
と
同
じ
字
母
に
傍
線
を
引
い
た
。
十
二
の
字
母
が
先
に
挙
げ
た
字
体
と
共
通
す
る
。
本
行
に
書
か
れ
る
字
体
、

振
り
仮
名
に
は
な
い
字
体
の
種
類
に
は
、
何
ら
か
の
決
ま
り
が
あ
り
、
字
体
の
使
用
意
識
に
差
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

八
犬
伝
本
文
の
仮
名
文
字
の
延
べ
字
数
か
ら
考
え
る
と
、
振
り
仮
名
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
仮
名
字
体
の
種
類
数
の
多
寡
に
は
繋
が
っ
て

い
な
い
。
一
方
、
本
行
の
仮
名
の
使
用
数
と
仮
名
字
体
の
対
応
を
み
る
と
、
本
行
の
文
章
あ
る
た
め
必
然
的
に
多
く
な
る
仮
名
に
、
字
体
の
種
類
が
多
い
傾
向

が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
字
体
の
種
類
は
、
漢
字
に
近
い
く
ず
し
の
字
体
や
、
画
数
が
多
く
複
雑
な
筆
致
の
字
体
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
の
は
、
書
き
込
む
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
、
本
行
に
は
複
雑
な
筆
致
の
字
体
を
書
き
込
む
ス
ペ
ー
ス
が
充
分
あ
り
、
そ
れ

が
技
巧
的
な
表
記
の
文
章
で
表
現
で
き
る
一
つ
の
要
因
だ
と
い
え
る
。
表
記
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
な
文
章
が
書
か
れ
る
素
地
が
あ
る
と
い
え
、
本
行
の

仮
名
字
体
と
振
り
仮
名
の
字
体
の
使
用
背
景
に
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
事
情
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

振
り
仮
名
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
書
き
込
む
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
が
字
体
の
種
類
と
の
関
連
に
指
摘
で
き
る
。
振
り
仮
名
の
字
体
の
種
類
が
、
単
純
で
画

数
が
少
な
め
な
も
の
と
見
受
け
ら
れ
、
か
つ
本
行
よ
り
も
種
類
数
が
少
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、
振
り
仮
名
の
役
割
が
、
基
本
的
に
は
漢
字
・
漢
語
の
読
め
な

い
人
に
向
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
が
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
そ
の
ほ
か
に
、
行
と
行
の
細
い
空
間
へ
、
漢
字
・
漢
語
に
対
応
す
る
よ
う
小
さ
な
文
字
で

書
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
画
数
が
多
く
複
雑
な
字
体
を
書
き
込
み
、
彫
る
に
は
、
技
術
的
に
難
し
か
っ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
振
り
仮
名
に
つ
い
て
は
板
木
で
繰
り
返
し
同
じ
版
面
を
刷
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
、
出
版
上
の
利
便
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。
仮
に
、
振
り
仮
名
ほ
ど
の
小
さ
な
文
字
で
書
き
入
れ
る
技
術
の
あ
る
人
物
が
書
記
し
た
と
し
て
も
、
画
数
の
多
い
字
体
を
用
い
る
と
、
彫
り
出
さ
れ
る
そ

の
文
字
は
単
純
な
字
形
の
字
体
よ
り
も
細
か
く
繊
細
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
読
本
が
売
れ
た
と
す
れ
ば
、
刷
り
増
し
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
、
板
木
は
そ
の

度
、
磨
耗
し
、
欠
損
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
当
然
、
小
さ
く
繊
細
な
文
字
は
、
欠
け
や
す
く
な
る
。
総
ル
ビ
状
態
の
読
本
で
、
振
り
仮
名
と
い
う
小

さ
な
文
字
に
は
、
磨
耗
・
欠
損
の
し
に
く
さ
も
考
え
ら
れ
、
単
純
な
字
体
を
用
い
、
本
行
に
の
み
使
用
す
る
よ
う
な
字
体
は
省
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推

測
さ
れ
る
。



一
四
〇

　
　
　

三

　

次
に
、
本
行
と
振
り
仮
名
の
両
方
で
、
複
数
の
字
体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
字
体
の
使
用
に
違
い
が
窺
え
る
か
、
使
用
数
と
割
合
を
み
て
い
き
た
い
。

な
お
、
振
り
仮
名
の
仮
名
字
体
は
種
類
が
少
な
く
、
か
つ
一
字
体
を
除
い
て
本
行
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
種
類
し
か
な
い
た
め
、
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
共
通

す
る
字
体
は
、
振
り
仮
名
に
使
用
さ
れ
て
い
た
字
体
を
中
心
と
し
て
使
用
傾
向
を
比
較
す
る
。

　

複
数
の
字
体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
大
抵
は
、
あ
る
字
体
が
多
め
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
の
字
体
は
少
数
で
使
用
さ
れ
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
（
以

後
、
前
者
を
主
用
字
体
、
後
者
を
少
数
字
体
と
呼
ぶ
）。
本
行
と
振
り
仮
名
に
共
通
す
る
仮
名
字
体
に
も
そ
う
し
た
傾
向
が
窺
わ
れ
、
大
半
は
本
行
と
振
り
仮
名
の

仮
名
字
体
の
、
主
用
字
体
・
少
数
字
体
の
関
係
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
仮
名
に
共
通
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
使
用
割
合
の
差
異
や
、
主
用
字

体
・
少
数
字
体
が
本
行
と
振
り
仮
名
で
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

　

本
行
と
振
り
仮
名
の
両
方
に
共
通
す
る
、
複
数
の
字
体
が
あ
る
仮
名
は
、〈
カ
〉〈
キ
〉〈
ク
〉〈
ケ
〉〈
シ
〉〈
ス
〉〈
タ
〉〈
ツ
〉〈
ト
〉〈
ニ
〉〈
ネ
〉〈
ハ
〉〈
マ
〉〈
ミ
〉

〈
モ
〉〈
ヤ
〉〈
ユ
〉〈
ラ
〉〈
リ
〉〈
ル
〉
の
二
十
の
仮
名
で
あ
る
。
そ
の
使
用
数
の
割
合
の
傾
向
で
分
け
て
み
る
と
、
次
の
六
分
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

①　

主
用
字
体
・
少
数
字
体
が
共
通
す
る
仮
名

　
　
　
　
〈
カ
〉〈
タ
〉〈
ト
〉〈
ラ
〉〈
リ
〉

　
　

②　

主
用
字
体
・
少
数
字
体
は
共
通
す
る
が
、
振
り
仮
名
の
少
数
字
体
の
割
合
が
多
め
な
仮
名

　
　
　
　
〈
キ
〉〈
ク
〉〈
マ
〉〈
ミ
〉

　
　

③　

主
用
字
体
・
少
数
字
体
は
共
通
す
る
が
、
本
行
の
少
数
字
体
の
割
合
が
多
め
な
仮
名

　
　
　
　
〈
ケ
〉〈
ツ
〉〈
ネ
〉〈
ル
〉

　
　

④　

主
用
字
体
・
少
数
字
体
が
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
逆
転
し
て
い
る
仮
名

　
　
　
　
〈
ニ
〉〈
ハ
〉〈
モ
〉〈
ヤ
〉〈
ユ
〉
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仮
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⑤　

少
数
字
体
が
二
字
体
あ
り
、
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
使
用
傾
向
が
逆
転
し
て
い
る
仮
名

　
　
　
　
〈
シ
〉

　
　

⑥　

少
数
字
体
が
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
異
な
る
仮
名

　
　
　
　
〈
ス
〉

　

④
以
外
の
仮
名
で
は
、
少
な
く
と
も
主
用
字
体
と
な
っ
て
い
る
字
体
は
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
共
通
し
て
お
り
、
原
則
と
し
て
ど
の
種
類
の
字
体
が
メ
イ
ン

と
な
る
か
、
八
犬
伝
に
お
い
て
は
大
体
決
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
は
④
の
よ
う
に
主
用
字
体
と
少
数
字
体
が
異
な
る

字
体
で
あ
っ
た
り
、
②
③
⑤
⑥
の
よ
う
に
少
数
字
体
の
傾
向
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
り
し
、
少
数
字
体
の
使
わ
れ
方
に
、
ば
ら
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
。

　

①
に
該
当
す
る
字
体
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
数
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
⑥
の
〈
ス
〉
に
お
い
て
は
、
既
に
振
り
仮
名
の
み
に
み
ら
れ
る
【
す
】

の
使
用
に
つ
い
て
言
及
し
た
た
め
、
検
討
か
ら
省
く（

（1
（

。

　

ま
ず
、
①
に
分
類
し
た
仮
名
は
、
表
3
の
と
お
り
、【

】【

】【
と
】【

】【
り
】
が

80
％
以
上
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
字
体
が
本
行
・
振
り
仮
名
の
両
方
に
お
い
て
主
用
字
体
で
あ
る

こ
と
に
疑
い
な
い
。
少
数
字
体
に
つ
い
て
は
〈
カ
〉
の
【
か
】
は
本
行
に
13
・
42
％
、〈
ラ
〉

の
【
ら
】
は
振
り
仮
名
に
18
・
54
％
の
割
合
で
、
他
の
少
数
字
体
に
比
し
て
や
や
多
め
の
使
用

が
窺
え
る
。

　
〈
カ
〉
の
【
か
】
は
、
ど
の
よ
う
な
語
の
位
置
に
も
使
用
さ
れ
る
【

】
に
対
し
、
自
立
語

語
頭
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
字
体（

（1
（

で
あ
り
、
本
行
で
は
38
例
み
ら
れ
る
が
、
振
り
仮
名

は
「
合が

つ

す
る
」（
十
八
丁
ウ
L6
）
1
例
の
み
で
あ
っ
た
。
同
じ
漢
字
の
語
に
関
し
て
は
、

「
合か

つ
せ
ん戦

」
が
3
例
み
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
【

】
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
1
例
の
み
振
り
仮

名
に
【
か
】
が
使
用
さ
れ
る
理
由
は
不
明
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

　
〈
タ
〉
の
【
た
】
は
本
行
に
6
例
、
振
り
仮
名
に
5
例
あ
り
、
特
に
振
り
仮
名
は
、
圧
倒
的

表 3　①主用字体・少数字体が共通する仮名
字体 本行 振り仮名

カ
245（86.57％） 594（99.83％）

か 38（13.42％） 1（ 0.16％）

タ
117（95.12％） 570（99.13％）

た 6（ 4.87％） 5（ 1.43％）

ト
と 318（93.25％） 366（98.65％）

23（ 6.74％） 5（ 1.34％）

ラ
145（98.37％） 202（81.45％）

ら 15（ 9.37％） 46（18.54％）

リ
り 302（98.37％） 246（96.09％）

5（ 1.62％） 10（ 3.90％）
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に
【

】
が
使
用
さ
れ
る
中
に
僅
か
な
使
用
で
あ
る
。
本
行
で
は
【
た
】
は
自
立
語
語
頭
や
助
動
詞
「
た
り
」
に
使
用
さ
れ
、
振
り
仮
名
で
も
語
頭
に
使
用
さ

れ
て
い
た
。
振
り
仮
名
に
お
け
る
、【
た
】
の
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

十
丁
オ　

 
（
L1
）　

又ま
た

太た―

郎ろ
う

　
　

十
一
丁
ウ
（
L2
）　

又ま
た

他た―

事じ

　
　

十
五
丁
ウ
（
L3
）　

又ま
た
―立た

ち
か
へ
る

　
　

廿
一
丁
オ
（
L11
）　

鼻は
な
―卭た

か
く

し
て

　
　

廿
二
丁
ウ
（
L6
）　

夥あ
ま
た

の
―

 
翼た

す
け

　

廿
一
丁
オ
以
外
は
、〈
タ
〉
の
仮
名
が
連
続
し
た
際
に
、
上
の
〈
タ
〉
は
【

】
で
書
き
、
下
の
〈
タ
〉
の
字
体
を
【
た
】
に
変
え
て
い
る
。
た
だ
し
廿
三

丁
オ
L7
に
は
「
亦ま

た
民た

み
」
と
あ
り
、〈
タ
〉
の
仮
名
が
連
続
し
て
い
て
も
ど
ち
ら
も
【

】
で
書
か
れ
て
お
り
、
必
ず
【
た
】
に
変
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

同
じ
語
の
中
に
お
い
て
同
じ
仮
名
が
重
な
っ
た
場
合
は
、
踊
り
字
「
ゝ
」
が
使
用
さ
れ
る
。
踊
り
字
で
は
な
く
仮
名
で
書
き
、
更
に
字
体
を
変
え
て
い
る
の
は
、

近
づ
い
て
し
ま
っ
た
振
り
仮
名
の
語
の
分
け
目
を
明
示
す
る
、
読
解
上
の
配
慮
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
十
丁
オ
L1
の
用
例
の
登
場
人
物
名
は
、
三
十
丁
ウ
L5
で
も
う
一
度
書
か
れ
る
と
き
は
、「
又ま

た
ゝ
ろ
う

太
郎
」
と
踊
り
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
最
初
の
表

記
は
「
又
・
太
郎
」
と
い
う
語
構
成
に
合
せ
て
い
る
が
、
三
十
丁
ウ
の
用
例
で
は
語
構
成
は
無
視
さ
れ
、
既
出
の
人
物
名
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
、
踊

り
字
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
〈
ト
〉
の
【

】
の
使
用
割
合
は
本
行
・
振
り
仮
名
の
ど
ち
ら
も
10
％
未
満
で
あ
り
、
振
り
仮
名
で
の
割
合
は
更
に
少
な
く
、
1
・
34
％
で
あ
る
。
そ
の
5

例
の
用
例
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

十
二
丁
オ
（
L6
）　

ち些つ
―と

ちつち
　　
ちも

　
　

十
五
丁
ウ
（
L1
）　|

―笘と
ま

屋や

々〳〵
々
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十
六
丁
ウ
（
L1
）　

―虎と
ら

　
　

十
九
丁
ウ
（
L2
）　

―笘と
ま

屋や

　
　

廿
三
丁
オ
（
L3
）　

―従と
も

者び
と

　

語
頭
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る（

（1
（

が
、「
些ち

つ
と

も
」
の
よ
う
に
語
中
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、〈
ト
〉
か
ら
始
ま
る
語
は
右
の
用
例
の
限
り
で
は

な
く
、「
笘と

ま
や屋

」
の
語
も
3
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
1
例
は
【
と
】
を
使
用
し
、「
従と

も
び
と者

」
の
語
4
例
中
3
例
は
【
と
】
で
書
か
れ
て
い
る
。
明
解
な
使
い
分
け

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
〈
ラ
〉
の
【
ら
】
は
使
用
数
が
本
行
よ
り
振
り
仮
名
に
多
め
で
あ
り
、
約
二
倍
の
割
合
で
使
用
さ
れ
る
。
本
行
と
振
り
仮
名
で
の
使
用
の
明
解
な
違
い
は
特

に
窺
え
な
か
っ
た
。

　
〈
リ
〉
で
は
【

】
が
本
行
で
5
例
、
振
り
仮
名
で
は
10
例
と
振
り
仮
名
に
僅
か
に
使

用
数
が
多
い
。
こ
の
振
り
仮
名
の
【

】
の
用
例
は
、
字
音
語
に
限
ら
れ
て
い
る
と
分

か
っ
て
い
る
が
、
本
行
で
は
送
り
仮
名
と
擬
音
語
で
の
使
用
で
あ
り
、
振
り
仮
名
と
本
行

と
で
用
法
が
異
な
っ
た（

（1
（

。

　

①
の
仮
名
は
、
使
用
割
合
の
傾
向
と
し
て
は
共
通
し
て
い
る
が
、
振
り
仮
名
の
少
数
字

体
の
用
法
は
、【
か
】【
た
】【

】【
ら
】
は
本
行
と
基
本
は
変
わ
ら
な
い
。【

】
の
ほ

か
は
少
数
字
体
の
役
割
に
お
い
て
、
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
明
ら
か
に
用
法
が
異
な
る
字

体
は
な
い
と
い
え
る
。

　

次
に
②
の
仮
名
を
み
て
い
き
た
い
。
②
主
用
字
体
・
少
数
字
体
は
共
通
す
る
が
、
振
り

仮
名
の
少
数
字
体
の
割
合
が
多
め
な
仮
名
を
表
4
に
ま
と
め
た
。

　

②
の
仮
名
は
、
本
行
で
は
、
主
用
字
体
【

】【
く
】【

】【

】
が
85
％
以
上
を
占

め
る
の
に
対
し
、
振
り
仮
名
で
は
、
こ
れ
ら
の
主
用
字
体
の
割
合
が
55
・
58
％
～
61
・

表 4　②主用字体・少数字体は共通するが、振り
仮名の少数字体の割合が多めな仮名
字体 本行 振り仮名

キ
き 18（14.28％） 179（44.41％）

108（85.71％） 224（55.58％）

ク
く 87（95.60％） 265（61.48％）

4（ 4.39％） 166（38.51％）

マ

ま 6（ 8.95％） 133（40.30％）

59（88.05％） 194（58.78％）

1（ 1.49％） 3（ 0.90％）

1（ 1.49％） 0（　  0％）

ミ
40（90.90％） 141（61.57％）

み 4（ 9.09％） 88（38.42％）
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57
％
で
あ
り
、
少
数
字
体
と
の
関
係
が
同
等
に
近
い
と
い
え
る
。

〈
キ
〉
の
【

】
は
自
立
語
の
語
中
末
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
字
体
で
あ
り（

（1
（

、【
き
】

は
汎
用
の
字
体
で
あ
る
。〈
ク
〉
の
【
く
】
は
自
立
語
の
語
中
末
で
使
用
さ
れ
、【

】
は
自

立
語
語
頭
中
に
使
用
が
偏
る
字
体
で
あ
る（

（1
（

。
送
り
仮
名
の
多
く
な
る
本
行
に
【

】
や
【
く
】

が
多
く
な
り
、
汎
用
の
字
体
で
あ
る
【
き
】
や
自
立
語
語
頭
中
に
使
用
が
偏
る
【

】
が
振

り
仮
名
に
多
く
な
る
の
は
、
そ
の
用
法
が
適
要
さ
れ
て
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
マ
〉
に
つ
い
て
は
、
本
行
に
お
い
て
は
【
ま
】
は
ま
れ
に
し
か
使
用
さ
れ
な
い
。
振
り

仮
名
と
併
せ
て
使
用
数
を
み
る
と
、
本
行
・
振
り
仮
名
の
両
方
で
【

】
が
優
先
的
に
使
用

さ
れ
る
点
は
共
通
す
る
が
、
振
り
仮
名
の
【
ま
】
の
使
用
数
は
【

】
と
同
等
に
近
い
。
表

5
に
振
り
仮
名
に
お
け
る
【

】【
ま
】
の
使
用
位
置
を
示
し
た
。
ど
ち
ら
の
字
体
も
語
の

位
置
を
限
っ
て
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
が
、【

】
は
語
頭
に
使
用
が
偏
り
、【
ま
】
は
語

中
末
に
や
や
多
め
で
あ
る
。
単
純
に
ど
の
位
置
で
も
よ
い
の
で
混
ぜ
書
い
て
い
た
、
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、【

】
の
使
用
数
は
本
行
1
例
に
対
し
3
例
と
振
り
仮
名
に
僅
か
に
多
い
。
具
体
的
な
用
例
は
「
容さ

ま
」（
十
丁
ウ
L4
）、

「
卒あ

か
ら
さ
ま尓

に
」（
廿
八
丁
ウ
L6
）、「
忽あ

か
ら
さ
ま率

に
」（
三
十
丁
オ
L5
）
で
あ
り
、「
さ
ま
」
に
使
用
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。「
さ
ま
」
は
【
さ
】
と
【

】
で
の
合
字
も
あ
り
、

結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
〈
ミ
〉
は
、
振
り
仮
名
に
お
い
て
【
み
】
が
38
・
42
％
も
使
用
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
で
き
る
。
本
行
に
お
い
て
は
4
例
と
少
な
く
、
振
り
仮
名
で
の
使
用

頻
度
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。【
み
】
は
先
行
研
究
で
調
査
が
及
ん
で
い
る
通
俗
的
な
小
説
に
お
い
て
、
使
用
が
滅
多
に
認
め
ら
れ
ず
、
か
つ
そ
の
用
法
も
一

定
し
な
い
字
体
で
あ
る
。
読
本
に
お
い
て
は
、『
月
氷
竒
縁
』
に
は
本
行
に
使
用
が
認
め
ら
れ
、
僅
か
2
例
の
語
頭
へ
の
使
用
が
み
ら
れ
た（

（2
（

。
し
か
し
『
月
氷

竒
縁
』
の
振
り
仮
名
に
は
【
み
】
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
椿
説
弓
張
月
』
に
は
僅
か
1
例
の
み
振
り
仮
名
に
み
ら
れ
た（

（2
（

。
八
犬
伝
の
振
り
仮

名
に
頻
繁
に
【
み
】
が
み
ら
れ
る
の
は
特
徴
的
と
い
え
る
。

　

表
6
に
語
の
ど
の
位
置
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を
集
計
し
た
。【
み
】
は
語
頭
が
約
八
割
を
占
め
て
い
る
。
語
末
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
語
中
に

表 6　〈ミ〉字体の振り仮名での語の位置

語　頭 準語頭 語　中 語　末 単音節語

［141］
22 1 40 70 8

み�
［88］

81 3 1 0 3

表 5　〈マ〉字体の振り仮名での語の位置
・�音読みする漢字の熟語の一文字目の末は準語末と

し、二文字目の頭は準語頭とした。

語　頭 準語頭 準語末 語　中 語　末

［194］
114 9 5 45 21

ま�
［133］

13 3 20 48 49
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1
例
あ
る
ほ
か
は
語
頭
・
準
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
。【

】
は
語
中
末
を
中
心
に
、

ど
の
位
置
で
も
使
用
さ
れ
る
。
単
音
節
語
と
し
た
の
は
【
み
】【

】
の
両
方
に
お

い
て
全
て
「
身み

」
の
語
で
あ
る
。
大
ま
か
に
、
語
頭
は
【
み
】、
語
中
末
は
【

】
と

い
う
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
八
犬
伝
の
振
り
仮
名
に
お
け
る
、
個
別
性
と
い
え

る
。

　

③
主
要
字
体
・
少
数
字
体
は
共
通
す
る
が
、
本
行
の
少
数
字
体
の
割
合
が
多
め
な

仮
名
は
、
表
7
に
ま
と
め
た
。
そ
の
主
用
字
体
の
割
合
を
み
る
と
、
振
り
仮
名
で
は

80
％
以
上
も
使
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
本
行
で
は
70
％
以
下
で
あ
る
。

　
〈
ケ
〉
の
【

】
の
振
り
仮
名
で
の
使
用
数
は
少
な
く
、
僅
か
6
例
、
字
音
語
に

限
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
本
行
で
は
助
動
詞
「
け
り
」

へ
の
使
用
が
市
地
（
二
〇
一
五
）
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
表
8
に
示
し
た
通
り
、

振
り
仮
名
に
お
い
て
字
音
語
は
【
け
】
で
書
か
れ
る
場
合
が
【

】
で
書
か
れ
る
語

を
圧
倒
的
に
上
回
る
。【

】
は
単
純
な
形
の
字
体
と
い
え
る
が
、
限
定
さ
れ
た
用
法
で
僅
か
に
み
ら
れ
る
字
体
と
い
え
る
。

　
〈
ネ
〉
は
そ
も
そ
も
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
表
記
す
る
語
彙
が
異
な
り
、
表
9
に
振
り
仮
名
に
お
け
る
〈
ネ
〉
の
語
を
示
し
た
。【
ね
】
は
ほ
ぼ
自
立
語
語
頭
・

準
語
頭
専
用
と
い
え
、、【

】
は
語
中
末
専
用
で
あ
る
。【
ね
】
の
語
末
に
は
「
松ま

つ
が
根ね

」「
眉ま

ゆ
根ね

」
を
分
類
し
た
が
、【
ね
】
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
複

合
語
を
分
解
し
て
も
独
立
し
た
単
語
と
な
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
振
り
仮
名
が
書
か
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
本
行
は
市
地
（
二
〇
一
五
）
で
打
消
の
助
動

詞
「
ず
」
の
已
然
形
「
ね
」
で
の
用
例
の
み
と
分
か
っ
て
お
り
、
13
例
と
極
め
て
用
例
が
少
な
い
の
に
関
わ
ら
ず
、
漢
字
に
近
い
【

】
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
み
ら
れ
る
。
振
り
仮
名
で
は
自
立
語
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
〈
ツ
〉
は
本
行
で
は
僅
か
に
【
つ
】
に
使
用
数
が
多
い
も
の
の
、
主
用
字
体
・
少
数
字
体
と
い
え
る
ほ
ど
の
使
用
割
合
の
偏
り
は
な
い
。

　
〈
ル
〉
の
主
用
字
体
は
【

（
（2
（

】
で
あ
る
。〈
ル
〉
で
は
本
行
に
、
振
り
仮
名
と
共
通
す
る
字
体
の
ほ
か
に
三
字
体
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
動
詞
送
り
仮
名
や

助
動
詞
に
書
か
れ
る
た
め
か
、
字
体
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
み
ら
れ
る
。
振
り
仮
名
を
み
る
と
、
連
綿
体
の
【

】
の
使
用
割
合
が
85
・
71
％
を
占
め
、
漢

表 7　�③主用字体・少数字体は共通するが、本行
の少数字体の割合が多めな仮名
字体 本行 振り仮名

ケ
け 63（69.23％） 150（96.15％）

28（30.76％） 6（ 3.84％）

ツ
つ 35（54.68％） 349（87.90％）

29（45.31％） 48（12.09％）

ネ

6（46.15％） 97（81.51％）

ね 2（15.38％） 22（18.48％）

5（38.46％） 0（　  0％）

ル

る 58（24.57％） 8（14.28％）

161（68.22％） 48（85.71％）

2（ 0.84％） 0（　  0％）

12（ 5.08％） 0（　  0％）

  3（ 1.27％） 0（　  0％）
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表 8　八犬伝〈ケ〉の字音語

ケ ケ
ン

ゲ
ン

［6/6］

八　
　
　
　
　

犬　
　
　
　
　

伝

1 2 3
氣け

色し
き

建け
ん

武む
執し

っ
け
ん権

分ぶ
ん
げ
ん限

金き
ん
げ
ん言

源げ
ん

氏じ

1 1 1 1 1 1

ケ ケ
ン

ゲ
ン

け�
［43/150］

7 10 6
法ほ

け華
経き

ょ
う

他た

け家
足あ

し
か
が利

家け

家け

隷ら
い

出し
ゅ
っ
け家

氣け

色い
ろ

賢け
ん
り
ょ慮

見け
ん
ざ
ん参

権け
ん

威い
執し

っ
け
ん権

撃け
ん
じ
ゅ
つ劍

乾け
ん

憲け
ん

章し
ょ
う

拳け
ん
せ
き石 権け

ん
言げ

ん

語ご
元げ

ん
こ
う弘

源げ
ん

氏じ
諫か

ん
げ
ん言

1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 2
ケ
ツ

ゲ
ウ

ケ
ウ

ゲ
ヂ ゲ ケ

イ
ゲ
キ

ゲ
イ

2 1 2 2 2 3 4 4

決け
つ
だ
ん断

血け
っ
せ
ん戦

し

仰げ
う

天て
ん

し
梟け

う
ゆ
う雄

持も
ち
う
じ
け
う

氏
卿

令げ
ぢ

し
て

令げ
ぢ

香か
ふ

華げ

院い
ん

大お
と
な
げ人

気
な
し

鷄け
い
め
い鳴

絶ぜ
っ
け
い景

佳か

境き
ょ
う

野の

巡け
い

奮ふ
ん
げ
き撃

逆げ
き
り
ん鱗

武ぶ

藝げ
い

金き
ん
げ
い猊

狻し
ゅ
ん

猊げ
い

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 2

表 9　八犬伝振り仮名の〈ネ〉の語

語末 語
中 複合語語頭（準語頭） 語　　　　頭

ね�
［22］

八　
　
　
　
　

犬　
　
　
　
　

伝

3 1 7 11

眉ま
ゆ

根ね

松ま
つ

が
根ね

捻ひ
ね

て
疑ぎ

念ね
ん

近き
ん
ね
ん年

三さ
ん
ね
ん年

三
年ね

ん

元ぐ
わ
ん

年ね
ん

十
一
年ね

ん

媢ね
た
し

ね
ら
ひ

違た
が

は
ず

寐ね

惚ほ
れ

た
る

睡ね
ふ

ら
ざ
る

捩ね
じ

断き

る
眠ね

ふ

る

願ね
が
はし

け
れ

願ね
が
ふふ

願ね
が
はし

か
ら
ず

侫ね
い
じ
ん人

1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2
複合語上
部語素末 語　　中

�
［97］

2 12

金こ
が
ね
の
は
ち鉢

尋た
ず
ね候

へ
ば

刎は
ね

さ
せ

累か
さ
ねて

捻ひ
ね

て
豫か

ね

て

さ
し
招ま

ね

き

招ま
ね

き
よ
せ

招ま
ね
かざ

れ
ど
も

招ま
ね

き

1 1 1 1 1 3 1 1 1 3
語　　　　　末

83

鑯
く
ろ
か
ね

む
ね 種た

ね 経つ
ね 屍か

ば
ね

白し
ろ
が
ね銀

満み
つ
か
ね兼 旨む

ね 鐘か
ね

矢や

種だ
ね

金こ
が
ね

快は
や
ふ
ね舩

小を

舟ぶ
ね

舟ふ
ね 舩ふ

ね
憲の

り
さ
ね実

義よ
し
さ
ね實

義よ
し
さ
ね実

定さ
だ
か
ね包

1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1 2 8 2 1 20 33
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字
漢
語
に
対
す
る
表
記
に
も
連
綿
で
書
か
れ
る
場
合
が
か
な
り
あ
る
と
分
か
る
。

　

④
主
用
字
体
・
少
数
字
体
が
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
逆
に
な
っ
て
い
る
仮
名
に
は
、
表
10
に
示
す
よ
う
に
五
の
仮
名
が
該
当
す
る
。
そ
の
う
ち
、
字
母
の
異

な
る
字
体
が
あ
る
の
は
〈
ハ
〉
の
み
で
、
他
の
四
の
仮
名
は
字
母
を
同
じ
く
す
る
が
、
書
き
順
や
く
ず
し
方
の
程
度
で
区
別
で
き
る
、
書
形
違
い
の
字
体
で
あ

る
。
割
合
は
、
振
り
仮
名
で
は
主
用
字
体
が
約
六
割
か
ら
八
割
で
あ
り
、
本
行
で
は
〈
ハ
〉
以
外
は
約
六
割
か
ら
七
割
程
度
で
あ
る
が
、〈
ハ
〉
の
み
【

】

が
90
・
60
％
と
い
う
高
い
使
用
割
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
多
用
さ
れ
る
助
詞
「
は
」
の
表
記
に
も
っ
ぱ
ら
【

】
を
用
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
〈
ハ
〉
は
、
振
り
仮
名
で
は
【

】
が
60
・
50
％
と
多
め
で
あ
り
、
表
11
に
用
例
を
ま
と
め
た
が
、
す
べ
て
自
立
語
語
頭
・
準
語
頭
の
位
置
に
使
用
さ
れ
る
。

一
方
、【

】
は
主
と
し
て
自
立
語
語
中
の

/wa/
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
で
、【

】
は
/ha/
、【

】
は

/wa/
の
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
、
音
韻
に
よ
っ
て
使

い
分
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
〈
ニ
〉
は
、
本
行
で
は
【

】
が
57
・
11
％
、【

】
が
42
・
88
％
と
や
や
【

】
が
多
く
、
振
り
仮
名
で
は
【

】
が
35
・
86
％
、【

】
が
64
・
13
％
と
、

【

】
の
割
合
が
多
く
な
る
。

　
〈
モ
〉
も
、
助
詞
が
書
か
れ
る
本
行
で
は
【

】
が
多
く
な
り
、
そ
の

割
合
は
66
・
81
％
で
あ
る
。
自
立
語
が
多
く
な
る
振
り
仮
名
で
は
、
下
の

文
字
と
積
極
的
に
連
綿
す
る
字
体
で
あ
る
【

】
が
多
く（

（2
（

、
使
用
割
合

は
78
・
28
％
で
あ
る
。
助
詞
「
も
」
を
書
く
割
合
が
大
き
い
か
、
自
立
語

を
書
く
割
合
が
大
き
い
か
で
、
字
体
の
使
用
が
異
な
る
と
い
え
る
。

　
〈
ヤ
〉
は
【

】
が
振
り
仮
名
で
は
61
・
73
％
と
優
勢
で
あ
る
。〈
ユ
〉　

に
お
い
て
は
、【

】
が
、
75
・
17
％
と
振
り
仮
名
で
は
優
勢
に
な
る
。

こ
れ
ら
二
字
体
は
、【
や
】【
ゆ
】
に
対
し
、
一
画
で
書
け
る
字
体
で
あ
り
、

連
綿
の
流
れ
に
適
し
た
字
体
と
い
え
る
。

　

④
の
仮
名
は
、〈
ハ
〉〈
ニ
〉〈
モ
〉
は
、
本
行
・
振
り
仮
名
に
お
け
る

語
の
違
い
が
使
用
割
合
に
表
れ
て
い
た
。〈
モ
〉〈
ユ
〉〈
ヤ
〉
の
振
り
仮

表 10　�④主用字体・少数字体が本行と�
振り仮名とで逆転している仮名

字体 本行 振り仮名

ニ
301（57.11％） 33（35.86％）

226（42.88％） 59（64.13％）

ハ

28（ 7.10％） 190（60.50％）

357（90.60％） 124（39.49％）

8（ 2.03％） 0（　  0％）

は 1（ 0.25％） 0（　  0％）

モ

72（31.85％） 137（78.28％）

151（66.81％） 38（21.71％）

3（ 1.32％） 0（　  0％）

ヤ
や 36（62.06％） 88（38.26％）

22（37.93％） 142（61.73％）

ユ
ゆ 7（63.63％） 35（24.82％）

4（36.36％） 106（75.17％）
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表
11　

八
犬
伝
振
り
仮
名
の
〈
ハ
〉
の
語

ha

［
190］

八　　　　　犬　　　　　伝

果
はて

て
果

はて

たる

鳴
なり

撲
はため

けば

青
あお

洟
はな 白

はくおう
鷗

迥
はる 端

は

武
む

者
しゃ 巴

はのじ
字

馳
はせ

よせ
放

はな

せ
果

はて

給ひ

逐
おひ

走
はし

らせ

辱
はづか

しめ
羞

はぢ

る
廿

はたち 竭
つき

果
はて

つ
八

はちゞん
陣

春
はる 首

はじめ
として

春
はる

王
わう 後

ご

花
はなぞの

園天
てんわう

皇

詰
つめ

腹
はら 八

はちまん
幡

盡
は

処
て 謀

はかり 謀
はかりごと 謀

はか

りし
謀

はか

る
遙

はるか
に

初
はじめ 腹

はら 白
はくりう

龍
白

はく

龍
りゅう 走

はし

れば

走
はし

らせ

走
はし

らし
走

はしら
せ

走
はし

る

走
はせ

よせて

走
はしり

入
い

り
走

はしり
て

走
はし

り

1
1

1
1

1
1

1
1

1
2

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
2

1
2

2
2

2
3

4
2

4
1

1
1

1
1

1
1

1
5

ha

省
はぶ

きて
計

はから
ひ

畑
はた放

はなつ 苛
からきはつと

法
田

てんはた
園

鼻
はな 青

あお

濱
はま 半

はん

國
にく 碗

わう

飯
はん 石

いし

橋
はし

山
やま 八

はつき
月

南
みなみのはて

邊
南

みなみのはて
邉

下
した

葉
は 濱

はま

屋
や 卯

う

の葉
は 快

はや

舩
ふね 言

こと

の葉
は

は

酷
なはだ

しく

は

甚
なはだ

は

甚
なはだ

し
晴

はれ

ても

感
かん

佩
はい

し

思
おもひ

量
はか

りし

火
ひ

爐
はち 覇

は

下
か 第

だい

八
はちの

子
こ 盃

はい

盞
さん

飲
いん

器
き 蟠

はん

龍
りう 薄

はく

福
ふく 班

はん

龍
りう 蛮

ばん

貊
はく 吐

はく 金
こがねのはち

鉢
八

はっさい
歳

吹
ふき

拂
はら

ふ
霽

はれ 放
はな

ち

烈
はげ

しくて

烈
はげ

しく

烈
はげし

くて

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
2

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

ha
果

はか

敢なき

量
はか

らずして

白
しらはま

濱
策

はかりごと 范
はんぞう 励

はげま
ん

侍
はべ

らせ
身

はらまき
甲

刎
はね

させ

呆
あきれ

果
は

て

呆
あきれ

果
はて

たる
觜

はし 馳
はせ

よせ

挟
わきはさ

みて
發

はなつ

矢
や 磤

はた

と
激

はげま
され

走
はせ

登
のぼ

れば

離
はな

る
離

はな

れ
離

はな

れし

測
はかり

かたし

測
はかり

かねて

發
はな

せば

早
はや

むれば
憚

はゞかり 卯
うの

花
はな 風

かざ

見
み

が原
はら 撲

はた

地と

墓
はか

なくて

箒
はき

目
め

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
pa

ba
慮

おもんはか
ましまさず

遖
あっはれ 辤

ことば 落
おち

葉
ば

が岡
おか 屍

かばね 軍
ぐん

馬
ば 坂

ばんどう
東

萬
ばんぜい

歳
長

なが

袴
ばかま 病

わくらは
葉

行
むかばき

騰
手

たばさみ
挟

荘
ひやくしやうばら

客們
雲

ひばり
雀

新
わか

樹
ば 帳

とばりのうち
中

賞
せうばつ

罰
側

そば

室
め 人

にん

馬
ば

ばんせん 翼
つばさ 蛮

ばん

貊
はく 提

だい

婆
ば

品
ぼん 呼

よば

せ
且

しばらく
して

駑
どば

馬
青

あおうなはら

海原
林

しもとばら
原

千
せんぺん

変萬
ばん

化
くわ 火

ひ

退
のき

林
ばやし 馬

ば

蹄
てい 草

くさ

葉
ば 狩

かり

場
ば 刃

やいば 落
らく

馬
ば 落

おち

羽
ば 言

こと

葉
ば 辞

ことば 霎
しばし

時
落

おち

葉
ば 落

おち

葉
ば

畷
なはて

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

2
2

2
2

1
3

3
2

4
w
a

ba
ha

［
124］

問
とは

れて
養

やしなは
れ

岩
いは巖

いはほ 侲
わらはべ

僮
吸

すは

るゝ
峙

そはだち
て

注
めくはせ

目
遽

いそがは
しく

暴
にはか

に
合

あは

して

譚
かたらは

れて
譚

かたはら
ん

哀
あは

れ
險

けはしき 所
いはゆる

謂
戮

あは

して
戮

あは

し
顕

あらは
れ

落
おちば

葉畷
なはて 猛

にはか
に

交
まじはり 交

まじはら
れは

交
まじはら

ざる
俄

にはか

頃
僅

はずか
に

則
すなはち 間

あはひ 房
あはかづさ

総
安

あ

房
は 道

みち

芝
しば 結

むすば
ん

喚
よば

るゝ
賞

せうばつ
罰

歓
よろこば

せ
まばゆ

く
呼

よば

れ
況

いはんや 且
しばら

く

は

酷
なは 　だ

しく

は

甚
なは  　だ

は

甚
なは 　だ

し

1
1

1
1

1
1

1
1

2
2

2
1

1
1

2
2

2
1

4
4

4
1

2
1

2
4

4
4

3
14

1
1

1
1

1
1

1
1

5
1

1
1

w
a

遣
つかは

し
願

ねがは
し

迂
まはり

遠
とほし

として　

索
なは 助詞は

兵
つはもの 追

おは

して
畷

なはて

道
みち 忌

いまは
し

幸
さいはひ

にして

劇
あはて

騒
さは

ぐ

劇
あはて

惑
まどひ

て

慌
あはて

忙
ふため

き
加

くわへ
て

荷
か

擔
たらは

れて

座
をはしま

さば

失
うしなは

れん
禍

わざはひ 屓
おは

ざる

屓
おは

して
側

そばだて
て

厭
いとは

ず
侫

こび

媚
へつらは

ず
代

かは

り
淡

あは 阿
あはの

波國
くに 枽

くは 問
とは

ん

願
ねがは

しからず

百
ひゃく

官
くわん 囚

とらはれ 乃
すなはち 瓦

かはら 顕
あらは

れ
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『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
仮
名
字
体

一
四
九

名
に
使
用
割
合
が
多
い
字
体
は
、
運
筆
で
一
画
で
書
け
る
字
体
で
あ
り
、
連
綿
に
適
し
た
字
体
で
あ
る
。
振
り
仮
名
は
漢
字
に
合
せ
て
ひ
と
ま
と
ま
り
で
書
か

れ
る
こ
と
が
多
い
表
れ
と
み
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
⑤
少
数
字
体
が
二
字
体
あ
り
、
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
使
用
傾
向
が
逆
転
し
て
い
る
仮
名
、〈
シ
〉
の
字
体
の
使
用
割
合
を
み
て
み
る
。

　

本
行
・
振
り
仮
名
に
共
通
す
る
主
用
字
体
は
【

】
で
あ
る
。
表
12
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
本
行
・
振
り
仮
名
と
で
使
用
割
合
が
逆
転
す
る
の
は
【

】【
し
】

で
あ
る
。【

】
は
振
り
仮
名
で
は
全
体
の
33
・
27
％
の
使
用
で
あ
り
、
本
行
で
は
7
・
83
％
と
10
％
未
満
の
使
用
割
合
で
、
振
り
仮
名
に
【

】
は
使
用
頻

度
が
高
い
。【

】
は
、
近
世
以
前
の
資
料
に
よ
り
自
立
語
語
頭
に
書
か
れ
る
傾
向
の
強
い
字
体（

（2
（

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
表
13
に
振
り
仮
名
に
お
け

る
〈
シ
〉
の
字
体
が
ど
の
位
置
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
。【

】
は
語
頭
・
準
語
頭
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

漢
字
・
漢
語
が
語
の
単
位
を
明
示
す
る
役
割
を
果
す
読
本
の
振
り
仮
名
に
お
い
て
、【

】
が
語
の
切
れ
目
を
示
す
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。【

】
の
使

用
位
置
を
確
認
す
る
と
、【

】
は
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
単
音
節
の
語
「
死し

」
の
振
り
仮
名
に
み
ら
れ
、【

】
が
単
音
節
の
語
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。【

】
は
、
そ
の
字
が
書
か
れ
た
後
に
何
ら
か
の
字
が
続
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
た
字
体
と
考
え
ら
れ
、
語
の
切
れ
目
を
明
示
す
る
働
き
を
す
る
だ
け

で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
【
し
】
は
曲
が
り
具
合
が
現
行
仮
名
字
体
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
当
時
は
前
の
文
字

の
左
側
か
ら
運
筆
を
開
始
し
、
前
の
文
字
を
囲
む
よ
う
に
し
て
書
く
字
体
で
あ
る
。
本

行
で
は
14
・
36
％
、
振
り
仮
名
で
は
6
・
03
％
、
使
用
割
合
が
本
行
に
多
め
で
あ
る
。

本
行
で
は
語
中
末
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
送
り
仮
名
が
書
か
れ
る
位
置
に
使
用

さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
表
14
で
示
し
た
よ
う
に
、【
し
】
は
振
り
仮
名
に
お
い
て
も
同

様
の
位
置
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
う
し
な
ふ
」「
う
し
」
と
、「
う
」
が
上
に
書
か
れ

る
語
や
、「
こ
ゝ
ろ
ざ
し
」「
そ
れ
が
し
」
の
よ
う
な
同
じ
語
に
固
定
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
。
特
定
の
語
・
文
字
列
に
同
じ
字
体
で
書
い
て
い
る
と
み
え
、
興
味
深
い
。

　

以
上
、
仮
名
字
体
の
使
用
数
・
割
合
の
傾
向
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
本
行
と
振

表 13　〈シ〉字体の振り仮名での語の位置

語頭 準語頭 準語末 語中 語末 単音節語

［352］
63 73 38 92 83 3

［193］
180 13 0 0 0 0

し�
［35］

0 0 0 16 19 0

表 12　�⑤少数字体が二字体あり、本行と振り�
仮名とで使用傾向が逆転している仮名

字体 本行 振り仮名

シ

298（77.80％） 352（60.68％）

30（ 7.83％） 193（33.27％）

し 55（14.36％） 35（ 6.03％）



一
五
〇

り
仮
名
に
分
け
て
使
用
傾
向
を
み
て
み
る
と
、
自
立
語

と
付
属
語
の
ど
ち
ら
が
多
い
か
で
字
体
の
使
用
数
の
傾

向
が
異
な
る
状
態
が
窺
え
た
。
ま
た
、
振
り
仮
名
の
字

体
の
用
例
を
み
て
み
る
と
、
自
立
語
の
ど
の
位
置
に
使

用
す
る
の
か
、
語
の
ど
の
よ
う
な
要
素
な
の
か
、
こ
う

し
た
点
を
踏
ま
え
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

場
合
が
指
摘
で
き
た
。
字
体
の
種
類
は
少
な
い
も
の

の
、
変
体
仮
名
で
の
語
の
表
記
に
、
神
経
を
払
っ
た
用

字
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

四

　

八
犬
伝
の
本
行
と
振
り
仮
名
の
仮
名
字
体
を
比
較
し
た
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

・
本
行
の
仮
名
と
振
り
仮
名
の
分
量
を
比
較
す
る
と
、
仮
名
文
字
全
体
で
振
り
仮
名
が
約
六
割
を
占
め
る
。

・
本
行
と
振
り
仮
名
の
字
体
の
種
類
数
と
、
仮
名
ご
と
の
使
用
数
を
み
る
と
、
本
行
で
は
、
全
体
的
に
使
用
数
の
多
い
仮
名
と
そ
の
仮
名
に
対
し
あ
て
ら
れ

る
字
体
の
種
類
数
が
対
応
し
て
い
る
が
振
り
仮
名
で
は
使
用
数
の
多
さ
は
字
体
の
種
類
数
に
対
応
し
て
い
な
い
。

・
字
体
の
種
類
を
比
較
す
る
と
、
振
り
仮
名
に
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
は
本
行
で
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
唯
一
振
り
仮
名
の
み
に
み
ら
れ
る
字
体
は
【
す
】

で
あ
る
。

・
本
行
の
み
に
み
ら
れ
る
字
体
の
種
類
は
、
漢
字
の
く
ず
し
に
近
い
字
体
や
、
画
数
が
多
く
、
複
雑
な
筆
致
の
字
体
ば
か
り
で
あ
る
。

・
本
行
と
振
り
仮
名
に
共
通
す
る
字
体
の
使
用
傾
向
で
は
、
主
用
字
体
が
八
犬
伝
全
体
に
渡
っ
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

・
本
行
と
振
り
仮
名
に
共
通
す
る
字
体
の
使
用
傾
向
と
し
て
、
主
用
字
体
が
本
行
と
振
り
仮
名
と
で
逆
転
し
て
い
た
仮
名
は
、〈
ニ
〉〈
ハ
〉〈
ネ
〉〈
モ
〉〈
ヤ
〉

表 14　振り仮名における【し】用例

失う
し
な
は

れ
ん

失う
し
な

は
ず

後う
し
ろ

齋ひ
と
し
く一

出し
ゅ

仕っ 

し 
し

喪
う
し
な
ひ

喪う
し
な

ふ

語
　
　
　
　
　
中

1 1 1 1 1 1 1

捜さ
が
し
い
だ出

さ
で

東う
し
と
ら北

丑う
し

三み
つ

罵の
ゝ
し
り

あ
へ
ず

罵
の
ゝ
し
り

騒さ
わ

げ
は

逞
た
く
ま
し
う

し

失う
し
な

ひ
て

1 1 1 1 1 1 1

申
ま
う
し
い

入
る

知し
ろ
し

召め
さ

れ
よ

1 1

縁
［
こ
と
］の
よ
し由

三さ
ん

停ち
や
う

九き
う

似じ

牛う
し 東ひ

が
し

火ひ

退の
き

林は
や
し

某
そ
れ
が
し

志
こ
ゝ
ろ
ざ
し

語
　
　
　
末

1 1 2 2 1 5 5

迂ま
は
り
と
ほ
し

遠
と
し
て

娟ね
た
し

1 1



『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
仮
名
字
体

一
五
一

で
あ
る
。

・
使
用
数
と
そ
の
割
合
を
み
て
い
く
と
、
本
行
と
振
り
仮
名
の
各
字
体
の
使
用
数
と
割
合
は
、
本
行
に
書
か
れ
る
送
り
仮
名
や
付
属
語
、
振
り
仮
名
の
自
立

語
と
で
分
か
れ
る
。

　

全
体
と
し
て
、
本
行
と
振
り
仮
名
で
は
、
字
体
の
種
類
の
違
い
は
大
き
い
が
、
各
使
用
傾
向
・
用
法
面
で
は
、
基
本
的
に
は
そ
う
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
振
り
仮
名
に
お
け
る
字
体
の
用
字
が
、
自
立
語
の
位
置
、
語
の
要
素
を
鑑
み
た
も
の
と
窺
え
た
。

　
【
み
】
の
使
用
数
が
多
い
と
い
う
、
八
犬
伝
の
振
り
仮
名
に
み
ら
れ
る
個
別
性
に
し
て
も
、
語
頭
に
使
用
が
偏
っ
て
い
る
と
い
う
用
字
の
傾
向
づ
け
が
行
わ

れ
て
い
た
。【
み
】
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
、
規
則
性
と
と
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
【

】
と
共
に
混
ぜ
書
か
れ
る
表
現
性
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
変
体
仮
名
表

記
に
は
、
規
則
性
と
表
現
性
を
内
包
し
う
る
書
記
の
あ
り
よ
う
が
想
定
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
た
出
版
物
と
し
て
資
料
の
変
体
仮
名
を
考
え
て
き
た
。
作
家
、
浄
書
家
（
清
書
）、
彫
り
師
の
ど
の
人
物
が
表
記
の
決

定
に
最
も
関
わ
っ
て
い
る
の
か
に
は
、
検
討
が
及
ん
で
い
な
い
。
書
記
主
体
を
特
定
す
る
こ
と
で
、
一
人
の
人
間
が
身
に
つ
け
た
書
記
方
法
と
、
文
化
的
制
約

と
い
う
文
字
生
活
の
実
態
が
明
ら
か
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

（
1
）　

イ
ロ
ハ
四
十
七
に
ン
を
足
し
た
四
十
八
の
仮
名
に
お
い
て
、
一
つ
の
仮
名
に
つ
き
複
数
の
文
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
場
合
、
字
母
の
異
な
る
仮
名
、
及
び
、
字
母
を
同

じ
く
し
て
書
き
順
や
画
数
の
異
な
る
仮
名
を
、
見
た
目
で
区
別
で
き
る
単
字
と
認
定
し
、「
仮
名
字
体
」
あ
る
い
は
「
字
体
」
と
呼
ぶ
。

（
2
）　

以
下
、「
変
体
仮
名
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
字
体
を
有
す
る
平
仮
名
の
文
字
体
系
を
指
す
と
き
に
用
い
る
。

（
3
）　

近
世
の
通
時
的
な
変
体
仮
名
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
浜
田
啓
介
（
一
九
七
九
）
の
調
査
に
基
づ
き
、
久
田
行
雄
（
二
〇
一
五
）「
近
世
文
学
板
本
に
お
け
る
使
用
仮
名
字

体
の
通
時
的
変
化
」（『
日
本
語
学
会
二
〇
一
五
年
度
春
季
大
会
予
稿
集
』、
口
頭
発
表
五
月
二
十
三
日
）
に
お
い
て
、
浜
田
（
一
九
七
九
）
で
は
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
時
期

の
板
本
で
あ
る
、
浮
世
草
子
・
八
文
字
屋
本
・
人
情
本
を
調
査
に
加
え
、
時
代
の
流
れ
を
よ
り
精
確
に
捉
え
た
上
で
、
近
世
に
変
体
仮
名
が
整
理
さ
れ
て
い
く
大
き
な
流

れ
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）	

市
地
（
二
〇
一
五
）（
二
〇
一
六
ａ
）
に
お
い
て
読
本
三
本
の
本
行
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

（
5
）　

本
稿
で
は
傍
線
部
を
引
い
た
略
称
で
資
料
を
指
す
。

（
6
）　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttp://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2546338?tocO

pened=1

）
を
資
料
と
し
た
。
な
お
、



一
五
二

浄
書
に
つ
い
て
は
、
巻
之
五
（
同http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2546342?tocO

pened=1

）
の
奥
付
に
「
總
巻
浄
書　

千
形
仲
道　

冩
謄
」
と
あ
る
。

（
7
）　

曲
亭
馬
琴
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
徳
田
武
注
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
）
二
四
一-

二
五
三
頁
に
詳
し
い
。

（
8
）　

髙
木
（
一
九
八
三
）
の
『
曲
亭
馬
琴
』
略
歴
を
参
照
し
た
。

（
9
）　

八
犬
伝
全
百
六
冊
の
「
変
遷
」
に
は
、
表
記
の
決
定
に
関
わ
る
浄
書
家
・
彫
り
師
が
巻
に
よ
っ
て
異
な
る
点
も
含
ま
れ
、
刊
記
を
確
認
す
る
と
、
浄
書
家
七
名
、
彫
り

師
十
六
名
が
制
作
に
関
わ
っ
て
い
る
。
表
記
に
大
き
な
影
響
の
あ
る
浄
書
家
・
彫
り
師
の
違
い
は
仮
名
字
体
の
使
用
法
に
直
接
関
わ
り
の
あ
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、

本
稿
は
当
時
流
布
し
た
板
本
の
仮
名
字
体
の
検
討
を
主
旨
と
す
る
た
め
、
板
本
表
記
の
成
立
過
程
に
は
分
け
入
ら
な
い
。

（
10
）　

語
頭
に
【
か
】、
ど
の
位
置
に
で
も
使
用
す
る
字
体
に
【

】、
語
頭
に
【

】、
語
中
末
に
【

】
と
い
っ
た
用
法
が
あ
る
。
八
犬
伝
に
も
そ
う
し
た
使
用
実
態
を
確

認
し
た
。

（
11
）　

代
表
的
な
例
と
し
て
、【

】
を
/ha/
に
用
い
、【

】
を

/wa/
に
用
い
る
使
い
分
け
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
調
査
が
及
ん
で
い
る
近
世
文
学
作
品
の
板
本
に
お
い
て
、

助
詞
「
は
」
は
【

】
で
書
か
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。

（
12
）　

内
田
（
一
九
九
八
）
一
六
二-
一
六
四
頁
に
て
、
黄
表
紙
で
は
絵
の
周
り
の
余
白
に
文
字
を
書
き
込
む
た
め
、
文
字
が
小
さ
く
な
る
の
で
、
画
面
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

る
仮
名
字
体
の
種
類
に
差
異
が
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
単
純
な
形
の
字
体
を
全
体
に
統
一
的
に
用
い
る
と
、
文
字
が
書
き
込
ま
れ
る
空
間
と
仮
名
字
体
の
関
連
に
つ
い

て
指
摘
し
て
い　

る
。

（
13
）　
〈
ス
〉
の
【

】【
す
】
と
い
う
字
体
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
定
し
た
傾
向
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
黄
表
紙
な
ど
通
俗
的
な
小
説
で
は
【

】【
す
】

が
主
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
読
本
の
本
行
に
て
【
す
】
は
滅
多
に
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
振
り
仮
名
に
は
使
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
に
つ
い
て
は
、
市
地
（
二
〇
一
六
ｂ
）

に
て
述
べ
た
。

（
14
）　

本
行
に
お
け
る
【
か
】
は
自
立
語
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
。
読
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
黄
表
紙
な
ど
通
俗
的
な
小
説
に
お
い
て
も
【
か
】
は
ほ
ぼ
自
立
語
語
頭
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

矢
野
（
一
九
九
〇
）
の
十
返
舎
一
九
の
黄
表
紙
の
調
査
で
は
【

】
の
使
用
例
全
体
に
対
し
74
・
6
％
の
割
合
で
自
立
語
語
頭
に
使
用
さ
れ
、
自
立
語
語
頭
に
使
用
さ

れ
る
傾
向
の
強
い
字
体
と
し
て
分
類
さ
れ
、
一
方
、【
と
】
は
こ
の
字
体
の
使
用
例
全
体
に
対
し
自
立
語
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
の
は
僅
か
2
・
2
％
で
あ
り
、
平
仮
名
主
体

の
文
章
で
は
【

】
が
自
立
語
の
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

振
り
仮
名
に
お
い
て
、【

】
の
用
例
が
字
音
語
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
地
（
二
〇
一
六
ｂ
）
に
て
詳
ら
か
に
し
た
。
以
下
、
特
に
断
っ

て
な
い
限
り
、
八
犬
伝
の
本
行
に
お
け
る
字
体
の
用
法
は
市
地
（
二
〇
一
五
）
で
の
調
査
に
基
づ
き
、
一
部
の
振
り
仮
名
に
お
け
る
字
体
の
用
法
は
市
地
（
二
〇
一
六
ｂ
）

で
の
検
討
に
基
づ
く
。

（
17
）　

本
行
に
お
い
て
【

】
が
語
中
末
に
使
用
さ
れ
る
の
は
、
八
犬
伝
を
含
む
読
本
の
ほ
か
、
調
査
の
及
ん
で
い
る
資
料
に
て
ほ
ぼ
例
外
な
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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（
18
）　

本
行
に
お
け
る
【

】
の
自
立
語
語
頭
で
の
使
用
が
確
認
で
き
て
い
る
が
、
八
犬
伝
の
振
り
仮
名
に
お
い
て
は
【

】
と
【
く
】
の
違
い
が
微
妙
な
こ
と
が
あ
り
、
字

体
の
区
別
の
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
久
保
田
（
二
〇
〇
九
）
の
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』
の
調
査
に
お
い
て
も
、【

】
と
【
く
】
の
区
別
が
微
妙
で
あ
り
、

ほ
か
に
も
そ
う
し
た
資
料
が
散
見
さ
れ
る
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、【

】
を
字
体
と
し
て
区
別
で
き
る
と
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
は
内
田
（
一
九

九
八
）、
久
保
田
（
二
〇
〇
二
）、
矢
野
（
一
九
九
〇
）（
一
九
九
二
）
で
黄
表
紙
の
調
査
が
挙
げ
ら
れ
、
自
立
語
語
頭
で
の
使
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

内
田
（
一
九
九
八
）、
久
保
田
（
一
九
九
五
）（
一
九
九
六
）（
一
九
九
七
）（
二
〇
〇
九
）、
玉
村
（
一
九
九
四
）、
矢
田
（
一
九
九
〇
）
に
【

】
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り
、

「
さ
ま
」
と
い
う
文
字
列
で
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
と
分
か
っ
て
い
る
。

（
20
）　
『
月
氷
竒
縁
』
本
行
に
お
け
る
【
み
】
の
具
体
的
な
用
例
は
市
地
（
二
〇
一
六
ａ
）
に
示
し
た
。

（
21
）　

市
地
（
二
〇
一
三
）
に
お
い
て
、
振
り
仮
名
が
前
の
語
と
連
な
っ
て
し
ま
っ
た
際
に
、
語
の
切
れ
目
の
明
示
の
た
め
【
み
】
を
使
用
し
た
と
考
察
し
た
。

（
22
）　
【

】【
る
】
は
、【
る
】
が
原
型
で
、【

】
は
上
の
字
か
ら
続
く
連
綿
体
で
あ
る
が
、【

】
の
形
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、【

】
も
字
体
の
一
つ
と
し
て

考
え
る
。

（
23
）　
【

】
が
積
極
的
に
下
の
文
字
に
連
綿
す
る
字
体
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
久
保
田
（
一
九
九
七
）
に
言
及
が
あ
る
。

（
24
）　

安
田
（
一
九
六
七
）
に
【

】
の
字
体
の
用
法
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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